
四国環境パートナーシップオフィス（四国ＥＰＯ）

令和3年度四国環境パートナーシップオフィス管理運営等業務
報告書（概要版）

受託団体
特定非営利活動法人えひめグローバルネットワーク
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1. はじめに
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➢ 持続可能な社会を構築する上で、国民、民間団体等が行う環境保全活動並び
にその促進のための環境保全の意欲の増進及び環境教育が重要であることに
加え、これらの取組を効果的に進める上で協働取組が重要となる

➢ 「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」第７条で定める国の方
針により、環境省においては「環境パートナーシップオフィス（EPO）」を全国8か所
に設置し、中国四国地方環境事務所四国事務所管内においては 「四国環境パー
トナーシップオフィス（以下「四国EPO」）」を平成19年１月に設置し、運営している

➢ ｢第5次環境基本計画｣（平成30年4月閣議決定）で提唱された「地域循環共生圏」の
考え方により、各地域が自立・分散型の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて資
源を補完し、支え合う取組を推進し、持続可能な地域づくりを通じて、環境で地方を
元気にしていくとともに、持続可能な社会を構築するための創造への取組が進めら
れている

➢ 四国地域では、地域循環共生圏の構築の手段として、令和3年2月17日にローカル
SDGs 四国（略称：LS 四国）が設立され、四国EPOが事務局を担うことになった。LS
四国の運営において、四国地域の実状を踏まえて各種業務等の企画、実施を行い、
市民、NPO/NGO、行政、企業等、社会を構成する様々な主体による取組との協働、
連携及び支援により、効果的・効率的な地域循環共生圏の創造、環境保全活動、多
種多様な環境施策への協力及びESD 活動等を活性化させることが求められている



今年度（令和3年度）事業に関わる特筆事項

今年度も仕様書の内容に基づいた業務を実施することができた。事
業実施のポイントとして、以下の4つの観点を上げたい。

①新型コロナウイルス感染症拡大防止等の観点から、時期や感染
状況に応じて、ハイブリットや全面オンライン開催等の判断を行い、
開催した。

②LS四国を立ち上げて本格的な活動を行う最初の年となったことか

ら、各種イベントの開催においては関係者と相談・調整を行いながら
実施した。

③スタッフのリモートワーク実施に向けたルールの明確化や環境整
備と体制づくりを推進することができた。
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事業実施体制
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2. 業務の方針
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（1）中間支援機能の強化

（2）相談対応及び情報収集・発信

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

（4）他団体主催会議等への参加

（5）四国事務所との打ち合わせ

➢「地域循環共生圏」の構築についてESD の考え方を基本としたLS 四国
の運営を考慮する

➢ 新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、都内開催の会議等への参加
は必要に応じてオンラインで対応することを想定する。

➢ 業務内容については、四国EPOの運営委員会において検討を行い、地
方環境事務所と協議した上で、地域のバランスに配慮して実施する。ま
た、当該業務実施報告は、四国EPOのホームページにおいて公表する。



（１）中間支援機能の強化

各県サテライトデスクを拠点とした体制により、各主体のニーズに応
じた講演や各主体間の連携につながるシーズ情報の提供、各県で県
が主催する委員会の委員や審査等に協力、協働での事業実施等、主
体間の関係深化や新たなネットワークの構築へと展開した。

12月11日
6主体共催による気候変動講演会

（香川県高松市） 6

10月24日、11月7日、12月19日
「環境×みらいプロジェクト」

（香川県高松市）



（2）相談対応及び情報収集・発信

SDGsや脱炭素に関する相談対応が増え、今まで以上に企業や学
校等などと新たな関係性をつくることができた。講演等では他団体と連
携をして、活動の活性化につながる機会づくりを行った。

8月20日
Go To 脱炭素セミナー香川県
～脱炭素目標を定め、

今後の市民活動のあり方を探りだそう！～
（オンライン）

香川県での
持続可能な地域づくりと
脱炭素の取り組み可能性

四国環境パートナーシップオフィス

所長 常川 真由美
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12月7日

徳島市立図書館スタッフ研修

（徳島県徳島市）
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（2）相談対応及び情報収集・発信

運営委員の協力により機会を得た講演やイベント等で、より持続可

能な社会の実現に向けた情報や知見を提供した。

11月21日

宇和島域内連携促進事業

（愛媛県宇和島市） 8

10月6日

四国生産性本部主催「事業開発研究会」
SDGsから今後のビジネスを考える

～地域課題の解決に向けた協働の可能性～
（香川県高松市）



紙媒体やSNS、他団体やEPOネットワークの協力で、取組やSDGsな
どについて情報発信を行った。

1月26日～3月27日
五色台ビジターセンター
「四国のSDGs展展示」
（香川県坂出市）

1月14日
令和3年度「ストップ！
地球温暖化展」展示
（香川県高松市）
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紙媒体「しこくえぽ」

Facebook

（2）相談対応及び情報収集・発信



（２）相談対応及び情報収集・発信①
（新聞情報登録件数の推移）
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（２）相談対応及び情報収集・発信②
（ＨＰ掲載件数・閲覧者件数の推移）
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（２）相談対応及び情報収集・発信③
（メルマガ登録数の推移）
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（２）相談対応及び情報収集・発信④
（Facebook掲載件数と登録者数の推移）
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（２）相談対応及び情報収集・発信⑤
（スペース利用件数と訪問者数の推移）
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（２）相談対応及び情報収集・発信⑥
（相談件数の推移）
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（２）相談対応及び情報収集・発信⑦
（相談地域の内訳）
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相談のあった地域の内訳
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（２）相談対応及び情報収集・発信⑧
（セクターの内訳）
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相談のあったセクターの内訳

NPO/NGO

関係者
企業 行政 個人 学校

社会教育施

設
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（２）相談対応及び情報収集・発信⑨
（相談要望の内訳）

18

情報内訳補足
NPO等(個人含む)に関するもの N ＮＰＯ等（個人を含む）の人材・団体・活動に関するもの

行政に関連するもの G 行政に関連する制度や事業に関するもの

企業に関するもの C 企業に関するもの

専門的なもの S 専門的なもの（ダンボールコンポスト、ＣＯ2固定など）

助成金や資金調達に関するもの F 助成金や資金調達に関するもの

その他 Ｏ その他の情報

アドバイス
コーディ

ネート

スペース

利用
協力 広報 情報C 情報F 情報G 情報N 情報O 情報S

令和3年度 56 45 1 46 74 8 2 11 29 19 42
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相談時のアクセス方法

N=334

（２）相談対応及び情報収集・発信➉
（相談時のアクセス方法・手段）
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「かみかつ茅葺き学校」に対するマッチング、意見交換会や中間・成
果報告会などに関して、資料作成補助、伴走支援を行った。

6月23日
かみかつ茅葺き学校と真庭市との
茅産業の立ち上げ方相談会

（オンライン）

9月1日、12月7日
かみかつ茅葺き学校定例会

（徳島県上勝町）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業支援等業務



「 （一社）をかしや」に対するヒアリング、意見交換会や中間・成果報
告会などに関して、資料作成補助、伴走支援を行った。

10月12日、12月16日
R317プロジェクト（一社）をかしや定例会

（オンライン）

1月21日
R317プロジェクト

次年度事業検討ワークショップ
（会場（愛媛県松山市）・オンライン）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業支援等業務



「（特活）NPO84プロジェクト」に対するマッチング、意見交換会や中
間・成果報告会などに関して、資料作成補助、伴走支援を行った。

5月24日、7月12日、8月30日
NPO84プロジェクト定例会

（オンライン）

1月20日
NPO84プロジェクト

環境省環境計画課面談
（オンライン）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業支援等業務



支援チーム派遣団体となる「(特非)とくしまコウノトリ基金」に対して、
進捗状況の把握にかかるイベント参画や全国事務局請負者の求めに
応じた助言等を行った。

8月1日
コウノトリポタリングモニターツアー

（徳島県鳴門市）

10月21日
（特非）とくしまコウノトリ基金

意見交換会
（徳島県鳴門市）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業支援等業務



ローカルSDGs四国（LS四国）の設立

四国は、急速に進行する人口減少や高齢化、大規模自然災害の発生などにより、

地域の存続に関わる難題に直面しており、次世代に伝えたい地域資源や固有価値、

私たちの日々の暮らしや産業活動にまでも影響を与えている。

背 景
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このような四国の地域課題を解決し、地方

創生の成果を確かなものとし、持続可能な

地域づくりを進めていくためには、「地域循環

共生圏＝ローカルSDGs」の達成に向けた

取組を積極的に推進することが重要であると

考え、この度、この取組を推進するプラットフ

ォームとして

「ローカルSDGs四国（略称：LS四国）」

を立ち上げることとした。（令和3年2月17日設立）

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業



（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業
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共同代表
近森 憲助（鳴門教育大学名誉教授 高知学園大学学長）

上田 健二（環境省中国四国地方環境事務所長）

副代表
島田 治男（香川県中小企業家同友会 副代表理事）

小林 秀弥（（独）国際協力機構四国センター（JICA四国）所長）

委員

谷川 徹（四国生物多様性ネットワーク事務局）

笠井 誉子（（株）ｒｅクラーレット代表取締役、（特非）徳島の女性を元気にする会理事長）

徳島県危機管理環境部グリーン社会推進課長

香川県環境森林部環境政策課長

愛媛県県民環境部環境局環境政策課長

高知県林業振興・環境部環境計画推進課長

事務局
環境省中国四国地方環境事務所四国事務所

四国環境パートナーシップオフィス

企画・運営委員会の
運営体制



5月20日、7月7日、10月21日
「企画・運営委員会」開催

（オンライン）

企画・運営委員会を開催し、新規入会申込やイベント等の報告、今
後の事業における意見交換を行い、LS四国の運営を行った。
企画運営委員会の審議と承認を得た事項について、総会で承認を

得た内容について、事業運営を行った。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

7月7日
「LS四国令和3年度総会」開催

（オンライン）



5月28日
ESG金融/SDGs

ビジネスセミナーin四国
（オンライン）

11月25日
四国の森林活用ダイアログDAY1

12月22日
四国の森林活用ダイアログDAY2

（オンライン）

7月7日

SDGs未来都市

選定自治体から学ぶ！

SDGsの視点を取り入れた

まちづくり（オンライン）

「持続可能な地域経済社会の活性化に向けた連携チーム」（金融庁
と環境省）と協働で、各種セミナーやダイアログを開催した。先進事例
の発信や、登壇者からの課題提供、参加者との課題の深堀からマッチ
ングにつながる機会を創出することができた。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業



地域課題の解決や、魅力ある持続可能な四国づくりに向けた取組を
多様な主体と協働で展開し、LS 四国のビジョン達成に貢献した団体や
取組を広く紹介することを目的に「ローカルSDGs四国表彰」を新設し、
審査会を経て、賞を選定した。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業



2月12日
第1回ローカルSDGs四国表彰式・フォーラム開催

（オンライン） 29

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

ローカルSDGs四国大賞

◆愛媛県立南宇和高等学校（愛媛県）
（愛南ゴールドから始まる持続可能なまちづくり
～グローバルGAP認証から東京オリンピック・パラリン
ピックへ～）

【優秀賞】地域課題解決部門
◆高知商業高等学校生徒会（高知県）
（わたしたちのラオス学校建設活動)

【優秀賞】チャレンジ部門
◆株式会社タイチ（愛媛県）

(持続可能な養殖への挑戦)

【優秀賞】審査委員特別賞
◆株式会社阿波銀行（徳島県）
（徳島の森を守る活動 with あわぎんai-mo通帳)

◆株式会社エコマスター（香川県）
（トンネルコンポスト方式を用いた燃やせるごみの
リサイクルによるCO2削減)

優秀賞

※ユース部門優秀賞と
合わせての受賞

「第1回ローカルSDGs四国表彰」受賞者決定！



2月12日
第1回ローカルSDGs四国表彰式・フォーラム開催

（オンライン）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

先進事例紹介の後、LS四国の分科会活動等による活動紹介、グル
ープごとに分かれ、参加者との意見交換を行うことで、課題の深堀や
マッチングにつながる機会を創出することができた。



10月15日・10月29日
kintone活用セミナー開催

（オンライン）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

会員間の円滑なコミュニケーションや連携の強化を目的として、9月
22日より、サイボウズ株式会社が運営する「kintone」の運用を開始した。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

ウ ローカルSDGs四国の創り手人材育成プログラム事業

ローカルSDGsの視点を持ち、四国の地域資源を活用、課題解決に
取り組みながら事業を創り出し、動かす人材づくり、他者とココロザシを
共に共有し、実現に向けて歩む仲間づくりをめざして実施した。



■事前ワークショップ（会場・オンライン）

日時：2021年12月23日（木）19:00～21:00＠Setouchi-i-Base（香川県高松市）、オンライン（Zoom）

内容：講師に池嶋氏を迎え、企画立案に当たって大切な「鳥の目」を養うワークショップを実施。

■フィールドワーク（現地・オンライン）

香川：2022年1月8日（土）10:00～16:00、9日（日）10:40～15:30

もったいないロス：さぬき麺業、ちよだ製作所、セカンドハンド、さくらやを見学

愛媛：2022年1月15日（土）9:00～17:00、29日（土）10:00～12:00

再生可能エネルギー：小水力発電、バイオマス発電、太陽光発電・熱利用の現場を見学

ふりかえり会：2022年1月15日（土）18:00～20:00

■事業企画ワークショップ（オンライン）

日時：2022年2月11日（金）13:00～16:15＠オンライン（Zoom）

内容：日本政策金融公庫の岡本氏を迎え、「ビジネスプラン見える化BOOK」を軸としたインプットや研修
者の事業企画発表

■成果発表会（オンライン）

日時：2022年2月23日（水）13:00～16:00（～16:30）＠オンライン（Zoom）

内容：Beyondミーティング形式で研修参加者から企画を発表、「お題」に沿ったアイデア出し、仲間づくり
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

ウ ローカルSDGs四国の創り手人材育成プログラム事業
研修に参加した9チームがそれぞれの企画を事業化の視点で検討し、参加者から

アイデアを得る「Beyondミーティング」形式を経て、今後の活動に活かせる視点を得
ることができた。



（４）他団体主催会議等への参加
（２）四国地方
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11月26日
令和3年度

四国地域エネルギー・温暖化
対策推進会議幹事会

（オンライン）

12月21日
第7回全国ユース環境活動発表大会

四国地方大会審査会
（オンライン）

脱炭素やSDGsに関する取組など、今後参考となる情報収集を行う
ことができた。



（４）他団体主催会議等への参加
（3）全国EPOネットワーク関係
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6月28、29日
全国EPO連絡会in四国
（会場（香川県高松市）

オンライン）

1月12日
脱炭素勉強会
（オンライン）

今年度は四国地方での開催となり、GEOCとともに企画や準備を含
め、協働で実施することができた。


